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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・ＵＳ優先リートオープン 

（為替ヘッジあり） 

＜愛称 Ｕリート＞ 

 

運用報告書（全体版） 
 

第101期（決算日 2023年７月10日） 
第102期（決算日 2023年８月10日） 
第103期（決算日 2023年９月11日） 
第104期（決算日 2023年10月10日） 
第105期（決算日 2023年11月10日） 
第106期（決算日 2023年12月11日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・ＵＳ優先リートオー

プン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリー

ト＞」は、このたび、第106期の決算を

行いましたので、第101期～第106期の

運用状況をまとめてご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／海外／不動産投信 

（課税上は株式投資信託として取扱われ
ます。） 

信託期間 2015年１月30日から2024年12月10日 

運用方針 

信託財産の中長期的な成長と安定した収
益の確保をめざして運用を行います。原
則として、為替ヘッジを行うことにより、
為替変動リスクの低減を図ります。 

主要投資 
対 象 

東 京 海 上 ・ 
ＵＳ優先リート 
オ ー プ ン 
（為替ヘッジあり） 

「東京海上・ＵＳ優先リー
トマザーファンド」を主要
投資対象とします。 

東 京 海 上 ・ 
ＵＳ優先リート 
マザーファンド 

米国の金融商品取引所に
上場されている不動産投
資信託または不動産投資
法人が発行する優先証券

（優先リート）を主要投資
対象とします。 

投資制限 

東 京 海 上 ・ 
ＵＳ優先リート 
オ ー プ ン 
（為替ヘッジあり） 

・株式への直接投資は行
いません。 

・外貨建資産への実質投
資割合には制限を設け
ません。 

東 京 海 上 ・ 
ＵＳ優先リート 
マザーファンド 

・株式への直接投資は行
いません。 

・外貨建資産への投資割
合には制限を設けま
せん。 

分配方針 

第１期決算時には、分配を行いません。
第２期以降の毎決算時に、原則として、
経費控除後の繰越分を含めた配当等収益
および売買益（評価益を含みます。）等か
ら、基準価額の水準、市況動向等を勘案
して分配を行う方針です。ただし、分配
対象額が少額の場合等には、収益分配を
行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留
保した利益については、運用の基本方針
に基づいて運用を行います。 
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原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 
 77期(2021年７月12日) 8,804 30 1.6 97.5 625 

 78期(2021年８月10日) 8,707 30 △0.8 100.3 610 
 79期(2021年９月10日) 8,701 30 0.3 98.6 609 
 80期(2021年10月11日) 8,618 30 △0.6 99.1 596 
 81期(2021年11月10日) 8,670 30 1.0 98.2 596 
 82期(2021年12月10日) 8,463 30 △2.0 98.8 581 
 83期(2022年１月11日) 8,563 30 1.5 97.8 576 
 84期(2022年２月10日) 8,285 30 △2.9 98.6 556 
 85期(2022年３月10日) 7,888 30 △4.4 98.3 521 
 86期(2022年４月11日) 7,847 30 △0.1 99.7 523 
 87期(2022年５月10日) 7,365 30 △5.8 102.4 490 
 88期(2022年６月10日) 7,422 30 1.2 103.6 488 
 89期(2022年７月11日) 7,291 30 △1.4 99.6 478 
 90期(2022年８月10日) 7,622 30 5.0 94.2 500 
 91期(2022年９月12日) 7,156 30 △5.7 102.3 461 
 92期(2022年10月11日) 6,436 30 △9.6 98.5 403 
 93期(2022年11月10日) 6,205 30 △3.1 97.2 582 
 94期(2022年12月12日) 6,311 30 2.2 94.8 592 
 95期(2023年１月10日) 6,492 30 3.3 94.2 610 
 96期(2023年２月10日) 6,920 30 7.1 97.2 650 
 97期(2023年３月10日) 6,325 30 △8.2 97.4 585 
 98期(2023年４月10日) 6,306 30 0.2 95.2 583 
 99期(2023年５月10日) 6,100 30 △2.8 98.8 564 
100期(2023年６月12日) 6,153 30 1.4 98.8 569 

101期(2023年７月10日) 6,159 30 0.6 94.4 570 
102期(2023年８月10日) 6,101 30 △0.5 96.9 561 
103期(2023年９月11日) 6,054 30 △0.3 98.6 359 
104期(2023年10月10日) 5,742 30 △4.7 96.3 335 
105期(2023年11月10日) 5,804 30 1.6 99.9 331 
106期(2023年12月11日) 6,082 30 5.3 96.7 347 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第101期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年６月12日 6,153 － 98.8 

６月末 6,134 △0.3 101.1 

(期  末)    

2023年７月10日 6,189 0.6 94.4 

第102期 

(期  首)    

2023年７月10日 6,159 － 94.4 

７月末 6,198 0.6 93.6 

(期  末)    

2023年８月10日 6,131 △0.5 96.9 

第103期 

(期  首)    

2023年８月10日 6,101 － 96.9 

８月末 6,098 △0.0 99.5 

(期  末)    

2023年９月11日 6,084 △0.3 98.6 

第104期 

(期  首)    

2023年９月11日 6,054 － 98.6 

９月末 5,926 △2.1 99.9 

(期  末)    

2023年10月10日 5,772 △4.7 96.3 

第105期 

(期  首)    

2023年10月10日 5,742 － 96.3 

10月末 5,560 △3.2 98.3 

(期  末)    

2023年11月10日 5,834 1.6 99.9 

第106期 

(期  首)    

2023年11月10日 5,804 － 99.9 

11月末 5,942 2.4 95.9 

(期  末)    

2023年12月11日 6,112 5.3 96.7 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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○運用経過 (2023年６月13日～2023年12月11日) 

■作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2023年６月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有する優先リートの配当収入 

・作成期末にかけて、利上げが終了するとの見通しが広がり、優先リート市場が上昇したこと 

 

マイナス要因 

・経済指標の強さから金利上昇の見通しが高まり、リスク資産が敬遠される動きが出たこと 
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■投資環境 
当作成期の米国優先リート市場は上昇しました。2023年10月下旬にかけて、米国で経済指標の強さから金融引き締め長期

化観測が継続し、長期金利が16年ぶりに５％を突破するなど、金利上昇に対する警戒感から米国優先リート市場は軟調に推

移しました。しかし、11月のFOMC（米連邦公開市場委員会）で金利が据え置かれ、利上げが終了するとの見通しが広がると、

長期金利は低下に転じ、作成期末にかけて米国優先リート市場は上昇しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＞ 

「東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。また、マザーファ

ンドの通貨ウェイトに応じて対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図りました。 

以上の運用の結果、当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、1.9％上昇しました。 

 

＜東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド＞ 

安定的な配当が見込まれる銘柄のなかでも、高い配当利回りが期待できると考える銘柄に着目して投資を行いました。セ

クター別では、オフィスやホテル・リゾートなどが市場平均を上回るリターンとなり好調でした。その一方で、ショッピン

グセンターや個人用倉庫などは低調でした。 

当作成期は、保有する優先リートの配当収入や価格上昇、円安米ドル高の進行などがプラスに寄与し、基準価額は10.1％

上昇しました。 
（用途別分類は、ハイトマンの分類に基づきます。） 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 第106期 

2023年６月13日～ 
2023年７月10日 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

2023年８月11日～ 
2023年９月11日 

2023年９月12日～ 
2023年10月10日 

2023年10月11日～ 
2023年11月10日 

2023年11月11日～ 
2023年12月11日 

当期分配金 30  30  30  30  30  30  

(対基準価額比率) 0.485％ 0.489％ 0.493％ 0.520％ 0.514％ 0.491％ 

 当期の収益 30  0  0  30  8  9  

 当期の収益以外 －  29  29  －  21  20  

翌期繰越分配対象額 869  839  820  866  845  825  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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○今後の運用方針  

＜東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＞ 

「東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持します。また、マザーファン

ドの通貨ウェイトに応じて対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図ります。 

 

＜東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド＞ 

米国経済については、当面FRB（米連邦準備制度理事会）の政策判断や金利水準の見通しを注視していく必要があると考

えます。 

不動産市場では、コロナ禍後のニューノーマルが社会・経済に浸透するなかで、物件タイプ毎に異なる影響を受けていま

す。ホテル・リゾート施設では、回復が遅れていた都市部の施設が市場全体の収益成長を牽引しており、商業施設などでは、

ショッピングセンターなどで特に運営環境が好転しています。また、賃貸住宅は、居住という人々の生活における重要な

ニーズを満たす物件タイプであり、住宅ローン金利の上昇や分譲住宅価格の高騰などからの恩恵を受けています。物流施設

も、インターネット小売業からの需要や製造業の国内回帰などに伴い、力強さを保つと想定しています。一方、オフィスは

在宅勤務の浸透による構造的な影響は依然として不透明で、回復に時間を要することが想定されます。このような環境下、

特に、人々の生活嗜好や人口動態などから恩恵を受ける銘柄や、新たな投資運用戦略を執行できるだけの財務的な体力を有

する銘柄は、相対的に高い収益成長を示す可能性があります。 

引き続き、バランスシートが健全で、安定的な配当が期待される銘柄に着目して投資を行う予定です。経済や不動産市場

の動向を十分に考慮しつつ、ファンドにおける配当利回りの水準を高めに維持するよう配慮しながら運用を行う方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年６月13日～2023年12月11日) 

項 目 
第101期～第106期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 50  0.829  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (29)  (0.490)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (20)  (0.328)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.011)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.030   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 2)  (0.030)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
＊有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.022   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.015)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.006)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.002)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 53   0.881    

作成期間の平均基準価額は、5,976円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.70％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 

○売買及び取引の状況 (2023年６月13日～2023年12月11日) 

 

銘 柄 
第101期～第106期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド 16,845 24,485 201,464 292,004 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2023年６月13日～2023年12月11日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年12月11日現在) 

 

銘 柄 
第100期末 第106期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド 409,915 225,295 345,084 
 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年12月11日現在) 

項 目 
第106期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド 345,084 98.6 

コール・ローン等、その他 4,757 1.4 

投資信託財産総額 349,841 100.0 
 
（注） 東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（5,071,114千円）の投資信託財産総額（5,311,798

千円）に対する比率は95.5％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当作成期末における邦貨換算

レートは１米ドル＝145.40円です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第101期末 第102期末 第103期末 第104期末 第105期末 第106期末 

2023年７月10日現在 2023年８月10日現在 2023年９月11日現在 2023年10月10日現在 2023年11月10日現在 2023年12月11日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,127,806,592   1,111,226,353   722,400,257   661,627,975   658,074,281   674,137,677   

 東京海上・ＵＳ優先リートマザーファンド(評価額) 564,479,107   579,455,722   363,291,216   334,461,236   335,495,481   345,084,984   

 未収入金 563,327,485   531,770,631   359,109,041   327,166,739   322,578,800   329,052,693   

(B) 負債 557,342,900   549,393,057   362,762,119   325,635,125   326,883,302   326,494,413   

 未払金 553,833,893   545,821,599   360,389,643   323,418,674   324,704,152   324,296,113   

 未払収益分配金 2,778,660   2,762,714   1,782,075   1,755,336   1,711,939   1,714,851   

 未払信託報酬 725,573   803,459   586,548   458,110   464,163   480,294   

 その他未払費用 4,774   5,285   3,853   3,005   3,048   3,155   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 570,463,692   561,833,296   359,638,138   335,992,850   331,190,979   347,643,264   

 元本 926,220,167   920,904,873   594,025,144   585,112,292   570,646,576   571,617,098   

 次期繰越損益金 △  355,756,475   △  359,071,577   △234,387,006   △249,119,442   △239,455,597   △223,973,834   

(D) 受益権総口数 926,220,167口 920,904,873口 594,025,144口 585,112,292口 570,646,576口 571,617,098口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 6,159円 6,101円 6,054円 5,742円 5,804円 6,082円 
 

（注） 当ファンドの第101期首元本額は925,771,459円、第101～106期中追加設定元本額は5,868,215円、第101～106期中一部解約元本額は

360,022,576円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本の欠

損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資産の額とな

ります。 
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東京海上・ＵＳ優先リートオープン（為替ヘッジあり）＜愛称 Ｕリート＞ 

○損益の状況 

項 目 
第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 第106期 

2023年６月13日～ 
2023年７月10日 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

2023年８月11日～ 
2023年９月11日 

2023年９月12日～ 
2023年10月10日 

2023年10月11日～ 
2023年11月10日 

2023年11月11日～ 
2023年12月11日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 有価証券売買損益 4,036,782   △  1,788,736   △    973,165   △ 16,049,873   5,659,180   18,087,217   

 売買益 25,454,287   21,996,653   26,827,508   5,202,516   13,535,404   18,087,217   

 売買損 △ 21,417,505   △ 23,785,389   △ 27,800,673   △ 21,252,389   △  7,876,224   －   

(B) 信託報酬等 △    730,347   △    814,684   △    590,401   △    461,115   △    467,211   △    483,449   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 3,306,435   △  2,603,420   △  1,563,566   △ 16,510,988   5,191,969   17,603,768   

(D) 前期繰越損益金 △209,296,476   △207,315,496   △136,475,017   △136,027,435   △150,198,780   △146,718,750   

(E) 追加信託差損益金 △146,987,774   △146,389,947   △ 94,566,348   △ 94,825,683   △ 92,736,847   △ 93,144,001   

 (配当等相当額) (   30,822,572)  (   30,710,355)  (   19,840,487)  (   18,128,175)  (   17,739,777)  (   17,822,782)  

 (売買損益相当額) (△177,810,346)  (△177,100,302)  (△114,406,835)  (△112,953,858)  (△110,476,624)  (△110,966,783)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △352,977,815   △356,308,863   △232,604,931   △247,364,106   △237,743,658   △222,258,983   

(G) 収益分配金 △  2,778,660   △  2,762,714   △  1,782,075   △  1,755,336   △  1,711,939   △  1,714,851   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △355,756,475   △359,071,577   △234,387,006   △249,119,442   △239,455,597   △223,973,834   

 追加信託差損益金 △146,987,774   △146,389,947   △ 96,051,411   △ 94,825,683   △ 92,736,847   △ 94,287,235   

 (配当等相当額) (   30,828,680)  (   30,711,346)  (   18,356,426)  (   18,134,225)  (   17,740,685)  (   16,680,532)  

 (売買損益相当額) (△177,816,454)  (△177,101,293)  (△114,407,837)  (△112,959,908)  (△110,477,532)  (△110,967,767)  

 分配準備積立金 49,696,497   46,614,750   30,365,179   32,595,204   30,529,601   30,529,056   

 繰越損益金 △258,465,198   △259,296,380   △168,700,774   △186,888,963   △177,248,351   △160,215,655   
 

（注） (A)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注） (B)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (E)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分です。 
（注） 信託財産の運用指図に係る権限の全部または一部を委託するために要した費用として、純資産総額に対して年１万分の51の率を乗じて

得た額を委託者報酬の中から支弁しています。 
（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 
第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 第106期 

2023年６月13日～ 
2023年７月10日 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

2023年８月11日～ 
2023年９月11日 

2023年９月12日～ 
2023年10月10日 

2023年10月11日～ 
2023年11月10日 

2023年11月11日～ 
2023年12月11日 

a. 配当等収益(費用控除後) 7,140,843円 15,664円 52,896円 4,470,388円 480,971円 571,072円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 30,828,680円 30,711,346円 19,841,489円 18,134,225円 17,740,685円 17,823,766円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 45,334,314円 49,361,800円 30,609,295円 29,880,152円 31,760,569円 30,529,601円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 83,303,837円 80,088,810円 50,503,680円 52,484,765円 49,982,225円 48,924,439円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 899円 869円 850円 896円 875円 855円 

g. 分配金 2,778,660円 2,762,714円 1,782,075円 1,755,336円 1,711,939円 1,714,851円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 30円 30円 30円 30円 

 

○分配金のお知らせ  

 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 第106期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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